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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

○ Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

 Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 
 評価意見 

本研究課題は、原子炉からの反電子ニュートリノを高精度で測定し、太陽ニュート

リノの振動のパラメータを決定しただけでなく、世界初の地球起源ニュートリノの観

測を行なった。 

特に 2008 年に発表された論文は高い精度の測定に裏付けられており、学術的イン

パクトが非常に大きく、期待以上の進展があったと判断される。これらは液体シンチ

レータの純化によるバックグラウンドの低減などの要素技術の不断の開発によると

ころが大きい。 

良く準備され実行された世界をリードする研究である。 

 

 

  


